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10
月
27
日
㈰
、
町
民
約
７
５

０
人
が
参
加
し
て
「
町
内
一
斉

清
掃
」
を
行
い
ま
し
た
。

一
斉
清
掃
の
前
日
の
夕
方
か

ら
土
木
委
員
の
皆
さ
ん
方
で
、

清
掃
用
具
の
割
り
振
り
な
ど
の

準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
合

場
所
に
集
ま
り
、
参
加
者
の
出

欠
確
認
を
町
内
会
役
員
の
方
が

行
い
、
土
木
委
員
の
方
か
ら
清

掃
に
つ
い
て
清
掃
方
法
の
説
明

を
聞
き
、
早
速
清
掃
作
業
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
週
間
前
に
笹
ヶ
瀬

川
堤
防
の
刈
っ
た
草
や
ゴ
ミ
等

を
90
㍑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に

入
れ
、
車
に
次
々
と
積
み
込
み
、

き
き
ょ
う
公
園
に
運
び
ま
し
た
。

こ
の
数
は
ざ
っ
と
３
５
０
袋
で

し
た
。
こ
の
作
業
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
ま
た
、
用
水
に
は

ゴ
ミ
や
藻
が
溜
ま
っ
て
お
り
、

水
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
こ
の

度
も
用
水
路
に
入
り
、
藻
を

鋤
簾
や
四
つ
目
で
掬
い
上
げ
、

じ
ょ
れ
ん

土
嚢
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
用
排
水
路
や
道
路
、

公
園
の
ご
み
や
草
な
ど
も
袋
に

入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
公
園
に
運
び
込
ま

れ
た
ゴ
ミ
は
、
土
木
委
員
の
指

示
で
次
々
と
指
定
さ
れ
た
場
所

に
降
ろ
さ
れ
、
分
別
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

約
２
時
間
ほ
ど
で
作
業
は
、

ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
前
日
の
準
備
か
ら
後

片
付
け
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

土
木
委
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
内
新
聞

花尻

ききょう公園に次々とゴミが運び込まれました

町
民
７
５
０
人
が
参
加
し
一
斉
清
掃
行
う

発
行
責
任
者

普
門
茂
之

編
集
責
任
者

楠
木
忠
司

一部 50円
年間 500円
送料 100円
年間 1,000円用水も丁寧に清掃を行いました

堤防の草を片付ける皆さん

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

土木委員の説明を聞く清掃参加者

11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の
両

日
、
吉
備
公
民
館
に
お
い
て

「
第
51
回
吉
備
文
化
祭
」
が
多

く
の
ご
来
場
者
の
も
と
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
16
講
座
（
大

正
琴
や
う
た
ご
え
、
詩
吟
、
太

極
拳
、
謡
曲
な
ど
）
の
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
の
廊
下
や
１

階
と
2
階
の
部
屋
な
ど
に
は
、

撫
川
う
ち
わ
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

水
墨
画
、
書
道
、
絵
手
紙
、
生

け
花
、
折
紙
・
手
芸
・
工
作
品

等
々
が
廊
下
や
各
冷
や
に
展
示

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

第
51
回
吉
備
文
化
祭
開
催

華麗な衣装で踊るフラダンス

吉備観世流謡曲同好会の皆様の謡

11
月
16
日
㈯
、
本
町
、
あ
か

ね
町
の
役
員
12
人
が
参
加
し
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

寒
い
中
で
し
た
が
、
い
つ
も

の
よ
う
に
２
班
に
分
け
て
回
り

ま
し
た
が
、
異
常
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

最
近
、
花
尻
付
近
で
は
泥
棒

の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
不
審
車
、
不
審
な

人
物
を
見
か
け
ら
れ
た
時
は
吉

備
交
番
か
西
警
察
署
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
12
月
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
は
夜
警
の
た
め
、
休
み
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
12
人
が
参
加
！

10
月
22
日
㈷
、
吉
備
津
彦
神

社
に
お
い
て
「
天
皇
陛
下
御
即

位
奉
納
祝
賀
行
事
」
が
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
社
内
で
は
夜
店
や
プ
ロ
ジ
ェ

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
大
燈
籠

や
随
神
門
周
辺
に
撮
さ
れ
、
幻

想
的
な
景
色
で
し
た
。
ま
た
、

拝
殿
で
は
午
後
７
時
よ
り
「
即

位
礼
を
祝
っ
て
祭
祀
」
、
続
い

て
、
日
本
遺
産
で
あ
る
「
石
見

神
楽
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

約
２
時
間
程
「
岩
戸
」
や

「
大
蛇
」
「
恵
比
須
」
の
神
楽

が
演
じ
ら
れ
、
迫
力
満
点
の
演

技
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

迫力満点だった八岐大蛇の神楽

激しい動きの天の岩戸の神楽

吉
備
津
彦
神
社
で
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
る

日
本
遺
産
の
石
見
神
楽
を
楽
し
み
ま
し
た

集
積
場
の
き
き
ょ
う
公
園
は
ゴ
ミ
の
山

パトロールに出発する皆さん

◎
日
時

12
月
15
日(

日)

11
時
よ
り
14
時

雨
天
決
行

◎
場
所

花
尻
き
き
ょ
う
公
園

◎
主
催

編
集
委
員
会(

町
内
新
聞
作
成
団
体)

◎
協
賛

花
尻
町
内
会
各
団
体

◎
内
容

子
ど
も
の
餅
つ
き
、
豆
餅
の
販
売
、
花
の
販
売
等
々

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

花
尻
フ
ェ
ス
タ(

餅
つ
き)

の
ご
案
内

◎
日
時

12
月
28
日(

土)
～
12
月
30
日(

月)

21
時
～
０
時

◎
集
合
時
間
・
場
所

午
後
９
時

町
内
集
会
所

◎
参
加
者

町
内
会
役
員
、
自
衛
消
防
団
、
婦
人
部

◎
担
当
ブ
ロ
ッ
ク

28
日(

土)

き
き
ょ
う
町

29
日(

日)

本
町
・
あ
か
ね
町

30
日(

月)

み
ど
り
町

◎
活
動
内
容

午
後
10
時
に
町
内
巡
視
、
待
機

※
夜
食
は
準
備
し
ま
す
。

町
内
会
年
末
夜
警
の
お
知
ら
せ

花
尻
町
内
会
よ
り
選
ば
れ

た
民
生
委
員
の
方
々

今
年
の
12
月
よ
り
民
生
・
児

童
委
員
に
な
ら
れ
た
方
々
で
す
。

こ
の
度
、
民
生
委
員
に
橋
本
芳

樹
さ
ん
（
み
ど
り
町
担
当
）
、

吉
田
光
義
さ
ん
（
本
町
・
あ
か

ね
町
担
当
）
、
生
田
真
二
さ
ん

（
き
き
ょ
う
町
担
当
）
の
３
人

と
児
童
委
員
に
長
櫓
美
智
子
さ

ん
（
本
町
）
を
花
尻
町
内
会
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

な
お
、
民
生
委
員
の
職
務
に

つ
い
て
民
生
委
員
法
第
14
条
で

は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

１
，
住
民
の
生
活
状
態
を
必
要

に
応
じ
適
切
に
把
握
し
て
お
く

こ
と
、

２
，
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
こ
と
、

３
，
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供
、
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
こ
と
、

４
，
社
会
福
祉
事
業
者
と
密
接

に
連
携
し
、
そ
の
事
業
又
は
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
、

５
，
福
祉
事
務
所
そ
の
他
の
関

係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力
す

る
こ
と
、

６
，
そ
の
他
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行

う
こ
と
…
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橋本芳樹氏(みどり町)

長櫓美智子氏(本町)

吉田光義氏(本町)

生田真二氏(ききょう町)

10
月
21
日
㈪
に
つ
ぼ
み
会
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
。
お
子
さ
ん
た
ち
は
可

愛
い
ら
し
く
仮
装
し
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。
紙
皿
に
オ
バ
ケ
や

こ
う
も
り
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
パ
ー

ツ
を
貼
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た

り
し
て
個
性
豊
か
な
リ
ー
ス
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
次
は
、

新
聞
紙
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
デ
ィ

投
げ
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
箱
に
１
つ

ず
つ
投
げ
た
り
、
両
手
い
っ
ぱ

い
に
抱
え
て
一
度
に
沢
山
投
げ

た
り
と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。
最
後
は
お
待
ち
か
ね
の

お
土
産
タ
イ
ム
。
順
番
に
並
ん

で
「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」
を
合
言
葉
に
お
菓
子
が
入
っ

た
袋
を
貰
え
て
、
み
ん
な
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
で
活
動
を
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

【
文
章

山
本

百
世
会
長
】

陵
南
つ
ぼ
み
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
行
い
ま
し
た

参加者全員での修王写真

11
月
16
日
㈯
、
午
前
10
時
よ

り
今
年
度
３
回
目
の
資
源
化
回

収
を
行
い
ま
し
た
。

朝
９
時
頃
か
ら

廃
品
回
収
の
協
力

を
町
民
に
呼
び
か

け
回
り
ま
し
た
。

10
時
頃
に
は
ト

ラ
ッ
ク
が
公
園
に

横
付
け
さ
れ
、
新

聞
紙
や
雑
誌
等
の

資
源
化
物
を
次
々
と
積
み
込
ん

で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル

は
パ
ッ
カ
ー

車
に
投
入
し

ま
し
た
。

ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝

致
し
ま
す
。

子
ど
も
会
育
成
会
今
年
度
３
回
目
の
資
源
化
回
収
物
を
行
う

集められた資源化物はトラックへ

文化祭の会場rんじているのは大正琴

書道や生け花、撫川うちわを始め、多くの展示物が飾られていました
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
３
日

㈰
、
吉
備
・陵
南
ま
ち
か
ど
博
物

館
が
、
陣
屋
町
と
し
て
栄
え
た
、

吉
備
地
区
一
帯
を
Ａ
～
Ｇ
ま
で
の
、

７
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
人
が
訪
れ
大
変
な
賑
わ

い
で
し
た
。

午
前
10
時
に
庭
瀬
駅
を
出
発

し
た
吉
備
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

や
、
仮
装
を
し
た
中
国
学
園
・中

国
短
期
大
学
の
学
生
な
ど
の
行

進
で
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

民
家
や
お
寺
、
公
民
館
、
空
き

地
、
城
趾
、
お
堀
、
広
場
等
々
を

利
用
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

凧
名
人
の
木
村
俊
夫
さ
ん
も
イ

た

こ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
多
く
の
子
ど

も
達
が
凧
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
お
堀
で
は
川
船
に

乗
り
、
堀
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
お
寺
の
境
内
で
も

焼
き
芋
や
う
ど
ん
が
販
売
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
で
は

子
ど
も
達
や
家
族
連
れ
な
ど
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
３
日

㈰
、
陵
南
小
学
校
に
お
い
て
、

陵
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
の
開
場
前
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
開
場
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
午
前
10
時
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
舞
台
で
は
、

き
れ
い
な
音
色
の
大
正
琴
を
皮

切
り
に
華
や
か
な
傘
踊
り
、
幼

稚
園
園
児
の
鼓
笛
隊
の
演
奏
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
け
ん
玉
競
演
、

ド
ジ
ョ
ウ
す
く
い
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
、
各
団
体

や
施
設
等
々
の
テ
ン
ト
が
並
び
、

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
つ
き
た

て
の
餅
の
ぜ
ん
ざ
い
、
う
ど
ん
、

豚
汁
、
揚
げ
物
、
餅
や
お
米
の

販
売
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
く

じ
引
き
等
々
が
並
ん
で
お
り
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
み
な
が

ら
買
い
物
や
飲
食
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た
、
い
き
い
き
健
康
21
も

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

相
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
２
時
に
全
て
の
日
程
が

終
わ
り
ま
し
た
。
準
備
か
ら
片

付
け
ま
で
参
加
し
た
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

吉
備
・
陵
南
ま
ち
か
ど
博
物
館
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
変
な
賑
わ
い
！

庭瀬城趾の堀では川舟乗りを楽しむ

中国学園・短期大学の仮装パレード

吉備中吹奏楽のオープニングパレード

木村俊夫さんの凧作りは大賑わい

賑わった福祉団体の揚げ物店お寺の境内にも多くの屋台が並ぶ

賑やかな子ども達のみこしの行進

勇壮な太鼓の演奏も催しを盛り上げる

愛育委員会のバザーにも人集り

11
月
11
日
㈪
、
陵
南
学
区
・

陵
南
小
学
校
創
立
四
十
周
年
記

念
式
を
陵
南
小
学
校
体
育
館
で

行
い
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
分
島

実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
大

森
雅
夫
岡
山
市
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
長
よ
り
こ
れ
ま
で

に
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
旧
教
職
員
へ
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
第

一
部
の
最
後
は
、
功
労
者
の
皆

様
へ
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。

中
庭
で
の
記
念
植
樹
の
後
、
第

二
部
で
は
、
全
校
児
童
が
体
育

館
に
集
ま
り
、
菅
野
和
良
教
育

長
の
励
ま
し
の
言
葉
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
次
に
、
校
長
よ
り

陵
南
小
学
校
の
校
名
や
校
章
、

校
歌
に
触
れ
な
が
ら
、
40
年
の

歴
史
と
つ
な
が
り
を
話
し
ま
し

た
。
最
後
は
、
児
童
代
表
の
お

礼
の
言
葉
に
続
い
て
、
「
あ
り

が
と
う
の
花
」
と
い
う
歌
と
校

歌
を
全
て
の
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
歌
い
ま
し
た
。

40
周
年
と
い
う
節
目
を
多
く
の

方
と
祝
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
感
謝
す
る
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

小
学
校
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
決
意
を
新
た
に
し
た
記

念
式
で
し
た
。

【
文
章

大
森
雅
信
校
長
】

婦人会のうどんは盛況でした

休憩所は多くの人で賑わう

子ども達も元気に餅つき

陵
南
小
学
校
開
校
40
周
年
記
念
事
業
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

陵
南
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

伝
統
の
花
尻
大
会
開
催

今
年
も
陵
南
フ
ェ
ス
タ
は
大
い
に
賑
わ
う
！

陵南小PTAのくじ引きが大人気

10
月
27
日
㈰
、
中
国
学
園
大

学
12
号
館
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
吉
備
学
区
敬
老
会
が
会
場

一
杯
の
高
齢
者
の
方
々
を
お
迎

え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
坂
本
婦
人
会
会
長
の

開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
続

い
て
、
記
念
品
贈
呈
に
移
り
、

高
齢
者
単
身
者
を
代
表
し
て
邸

内
の
則
本
郁
子
さ
ん
に
、
高
齢

者
夫
婦
を
代
表
し
て
東
平
野
の

中
西
操
夫
妻
に
記
念
品
と
花
束

が
坂
本
会
長
と
板
野
吉
浩
吉
備

地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
渡
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
高
齢
者
を
代

表
し
て
吉
備
団
地
の
藤
田
學
さ

ん
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、
式
典
の

部
は
終
わ
り
ま
し
た
。
少
し
休

憩
を
行
い
、
演
芸
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
入
り
ま
し
た
。演

芸
の
部
で

は
詩
吟
や
剣
舞
、

詩
舞
踊
り
等
が

披
露
さ
れ
、
楽

し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆

さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。

主催者挨拶を行う坂本宏子婦人会会長

吉
備
学
区
敬
老
会

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

多くの人が来場した梶木病院でのバザー

高齢者に記念品を贈る板野センター所長

一
部
で
挨
拶
す
る
大
森
雅
信
校
長

全
員
で
校
歌
の
合
唱

７６人が参加したグラウンドゴルフ花尻大会(開会式)

①保育園児の鼓笛

隊、②中学生のボ

ランティア、③大正

琴、④傘踊り、⑤ド

ジョ ウすくい

記
念
植
樹
を
行
う
大
森
校
長
と
児
童

挨拶を行う大森

雅夫岡山市長

①

②

③

④

⑤

ストラックアウトを
楽しむ子ども達

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
健
康
作
り
と
懇
親
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
陵
南
学
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
呼
び
か
け
、
約
二
十
年
続

い
て
い
る
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

来
場
の
方
々
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
に
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
が
「
良
す
ぎ
て
調
子

狂
っ
た
」
と
良
い
言
い
訳
も
出

来
た
よ
う
で
し
た
。
な
お
、
成

績
は
、
優
勝
が
苅
田
一
郎
さ
ん

（
平
野
み
ど
り
会
）
、
そ
し
て
、

三
位
に
沖
文
子
さ
ん
（
花
尻
親

和
会
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
文
章

立
石

高
敏
親
和
会
会
長
】

秋
晴
れ
の
中
、
プ
レ
ー
す
る
参
加
者

11
月
６
日
㈬
、
陵
南
老
ク
連

主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
花

尻
大
会
が
花
尻
き
き
ょ
う
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ナ
イ
ス
」
「
お
し
い
」
と

参
加
者
76
名
が
白
熱
の
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

花
尻
大
会
は
花
尻
親
和
会
が
、


